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日
中
古
医
籍
の
処
方
記
載
に
お
い
て
、
薬
味
の
記
述
後
に

「
各
等
分
」
と
書
く
こ
と
が
よ
く
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
各
薬
味
の

分
量
が
同
じ
こ
と
を
示
す
。
し
か
し
唐
代
以
前
の
方
言
に
は

「
分
等
」
し
か
記
さ
れ
ず
、
「
等
分
」
の
記
載
が
な
い
。
そ
し
て

「
分
等
」
の
記
述
は
未
以
後
の
医
書
に
お
い
て
、
ほ
と
ん
ど
「
等

分
」
に
改
変
さ
れ
て
い
る
。
本
報
で
は
唐
代
以
前
の
古
医
籍
記

載
に
基
づ
き
「
分
等
」
の
意
味
を
検
討
し
、
さ
ら
に
、
「
分
等
」

か
ら
「
等
分
」
へ
の
変
遷
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

江
戸
時
代
の
森
立
之
は
当
問
題
に
関
し
、
『
本
草
経
考
注
」
の

白
瓜
子
条
で
こ
う
記
す
。

弓
医
心
方
」
引
「
葛
氏
方
」
治
面
多
好
、
或
如
雀
卵
色
方

桃
花
、
瓜
子
、
分
等
搗
以
付
面
。
「
外
台
」
引
文
仲
療
好
籍
方
、

即
此
方
。
而
「
分
等
」
作
「
各
等
分
」
。
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立
之
は
「
分
等
」
が
「
等
分
」
に
変
わ
っ
た
こ
と
に
注
目
す

る
も
の
の
、
こ
れ
以
上
は
詳
論
し
な
い
。
す
る
と
、
か
な
り
の

難
問
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

唐
以
前
の
医
学
文
献
で
は
出
土
資
料
の
ほ
か
、
『
小
品
方
」
残

巻
、
『
太
素
』
『
医
心
方
」
に
関
連
の
記
載
が
散
見
さ
れ
る
。
出

土
資
料
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

『
五
十
二
病
方
」
「
一
方
》
白
薩
、
白
英
、
菌
桂
、
枯
薑
、
辛

夷
、
凡
五
物
等
已
冶
五
物
」
。

『
養
生
方
」
．
曰
諏
乾
薑
、
桂
、
要
菩
、
蛇
床
、
□
口
各

等
」
。『

武
威
医
簡
」
「
烏
曝
、
赤
石
脂
、
貸
緒
、
赤
豆
、
．
：
…
凡
九

物
皆
井
冶
合
其
分
各
等
合
和
」
。

以
上
の
出
土
漢
代
医
学
文
献
で
は
、
用
量
が
等
し
い
場
合
に

「
分
等
」
を
使
わ
ず
、
「
各
等
」
と
記
述
す
る
。

現
存
す
る
唐
以
前
の
医
学
文
献
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

仁
和
寺
本
『
太
素
」
「
伯
高
日
。
用
淳
酒
廿
升
、
蜀
椒
四
升
、

乾
薑
一
升
、
桂
一
升
、
凡
四
種
、
皆
吹
咀
漬
酒
中
。
楊
上
善
注
。

酒
椒
薑
桂
四
物
性
熱
又
洩
気
。
…
吹
咀
謂
調
粗
細
分
等
也
」
。

『
千
金
方
」
「
宜
与
竜
胆
湯
下
之
、
加
人
参
当
帰
、
各
如
竜
胆
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秤
分
等
多
少
也
」
。

『
医
心
方
」
ヨ
葛
氏
方
」
黄
連
、
黄
檗
分
等
搗
」
弓
小
品
方
」

黄
琴
、
白
數
、
苛
薬
三
物
分
等
下
飾
」
「
「
千
金
方
」
渇
不
差
、

可
用
瓜
楼
根
井
牡
蠣
分
等
為
散
」
ヨ
医
門
方
」
治
耳
痛
方
。
昌

蒲
、
附
子
分
等
末
、
以
烏
麻
油
和
如
泥
、
取
如
豆
灌
耳
中
、
立

命
筐
。以

上
の
記
載
か
ら
、
晋
代
か
ら
唐
代
の
医
学
文
献
に
「
分
等
」

が
存
在
す
る
こ
と
は
明
か
で
あ
ろ
う
。
特
に
楊
上
善
の
注
と

『
千
金
方
』
の
「
分
等
」
は
決
し
て
等
量
の
意
味
で
は
な
く
、
お

そ
ら
く
「
分
量
」
を
示
す
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

ち
な
み
に
「
分
等
」
を
定
義
し
た
の
は
梁
代
の
陶
弘
景
で
、

『
本
草
経
集
注
』
（
敦
埠
巻
子
本
）
に
「
方
有
云
分
等
者
、
非
分

両
之
分
也
。
謂
諸
薬
斤
両
多
少
皆
同
耳
。
先
視
之
大
小
軽
重
所

須
、
乃
以
意
裁
之
」
と
記
さ
れ
る
。
こ
れ
は
「
分
等
」
に
二
種

の
意
味
が
あ
る
こ
と
の
説
明
で
あ
る
。
ひ
と
つ
は
各
薬
味
の
量

が
同
じ
こ
と
、
も
う
ひ
と
つ
は
医
師
の
判
断
で
量
の
多
少
を
決

め
る
こ
と
で
あ
る
。
の
ち
孫
思
遡
は
陶
弘
景
の
説
を
踏
襲
す
る

が
、
「
真
本
千
金
方
」
に
は
「
方
有
云
分
等
者
、
正
是
斤
両
多
少

皆
同
等
耳
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
孫
思
遡
の
段
階
で
は
、
「
分
等
」

に
等
量
の
意
味
し
か
伝
わ
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

『
千
金
方
」
が
後
世
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
た
め
、
宋
代
に

『
千
金
方
」
『
証
類
本
草
」
が
校
刊
さ
れ
た
時
、
「
分
等
」
が
「
等

分
」
に
書
き
換
え
ら
れ
た
。
が
、
見
落
と
さ
れ
た
「
分
等
」
も

稀
に
あ
る
。
こ
の
改
変
時
期
は
特
定
で
き
な
い
。
し
か
し
改
変

を
経
な
い
『
孫
真
人
千
金
方
」
に
も
「
等
分
」
が
あ
る
の
で
、

す
で
に
唐
宋
間
か
ら
「
分
等
」
は
「
等
分
」
に
変
わ
り
始
め
て

い
た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
。

以
上
を
要
す
る
に
、
「
分
等
」
と
い
う
言
葉
が
本
来
の
意
味
で

医
書
に
使
わ
れ
た
時
期
は
極
め
て
短
か
か
っ
た
。
唐
代
か
ら
は

「
等
分
」
へ
の
書
き
換
え
が
始
ま
り
、
宋
代
で
は
ほ
と
ん
ど
「
等

分
」
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
。
ひ
い
て
は
宋
代
以
後
、
人
々
が

疑
問
を
持
た
ず
に
「
等
分
」
を
使
い
続
け
た
結
果
、
「
分
等
」
の

本
来
の
意
味
が
追
究
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ

こ
に
、
「
分
等
」
と
「
等
分
」
は
同
義
語
で
な
い
こ
と
を
指
摘
し

た
い
。


